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１－１．3DViewer の機能 

 

・プロジェクト情報の閲覧 

・3Dモデリングの表示 

・平面線形の形状および情報の表示 

・縦断線形の形状および情報の表示 

・横断面の形状・寸法および情報の表示 

・3Dモデリング・平面線形・縦断線形・横断形状の印刷 

 
 

２－１．LandXMLファイルを開く 
 

 [ホーム]タブの[開く]グループ/[開く]から、ファイル形式「LandXML(*.xml)」を選び、ファイルを選択して開

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3Dビューに図形データが表示されます。 
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２－２．３Dビューの表示を変えるには 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ビューツール 

 

ホーム ビューの回転をリセットし、線形全体を表示します。 

 

ウィンドウズーム 3Dビュー上でドラッグした範囲を拡大表示します。 

 

ズーム 3Dビュー上でマウスを上から下に向かってドラッグすると縮

小、下から上に向かうと拡大されます。 

 

パン 3Dビュー上でドラッグした方向に画面移動します。 

 

オービット 3Dビュー上で画面中央を基点にしてマウスで回転します。 

 

フィット ビューの回転を保持したまま、線形全体を表示します。 

 

・ビューキューブ 

ビューの回転を行います。平面線形ビューでは X,Y方向へのみ回転します。 

時計回りに回転する ビューキューブをクリックし、上または左方向にドラッグします。 

反時計回りに回転する ビューキューブをクリックし、下または右方向にドラッグします。 

北を上に戻す 「上」の文字をクリックします。 

 

  

↓ビューツール 

←ビューキューブ 

座標軸アイコン→ 
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・座標軸アイコン 

現在の回転に対する座標軸の方向を表します。 

 

 

 

 

 

 

・レンダリング 

[ホーム]タブの[表示]グループ/[表示モード]のドロップダウンリストから、レンダリングの種類を選択しま

す。※初期値は「レンダリング」 

レンダリングの種類は、「レンダリング」、「フラット」、「陰線処理」、「ワイヤーフレーム」、「シェード」の 5 種

類です。 

 

・アングル 

[ホーム]タブの[表示]グループ/[投影モード]のドロップダウンリストから、アングルの種類を選択します。 

※初期値は「透視投影」 

アングルの種類は、「平行投影」、「透視投影」の 2 種類です。 

 

・レイヤの表示・非表示 

[レイヤ]ウィンドウで、レイヤの表示 ・非表示を切り替えることができます。チェックを ONにすると表示さ

れます。 

    

・画面の背景色 

[外観]タブの[背景色]の「▼」プルダウンリストから選択します。表示画面の背景を変更する事が出来ま

す。 

 

 

 

 

 

濃色 薄色 
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２－３．オブジェクトを計測するには 
 

[計測]タブの[計測]グループ/[座標計測]または[距離計測]をクリックします。[オートスナップ]または[ス

ナップ]を設定することで基点を指示して計測する事ができます。 

 

 

 

 

 

 

・計測 

マウスで指示した点の座標や、点と点の距離を測定します。 

 

・オートスナップ 

「端点」、「中心点」、「交点」、「中点」、「点」の 5 つの基準点に自動でスナップします。 

 

・スナップ 

「端点」、「中心点」、「交点」、「中点」、「四半円点」、「基準点」の 6 つの基準点からスナップさせたい項目

を選択します。 

 

３－１．ファイル/プロジェクトの情報を閲覧するには 
 

[LandXML]タブの[プロジェクト]グループ/[プロジェクト情報]で、「ファイル名」、「プロジェクト名」、「事業段

階」、「適用基準」、「地層の主データ」の情報を閲覧することができます。 
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３－２．作成したアプリケーションの情報を閲覧するには 
 

[LandXML]タブの[プロジェクト]グループ/[アプリケーション情報]で、LandXMLデータを作成した「ファイル

名」、「アプリケーション名」、「バージョン」、「会社名」、「作成者」の情報を閲覧することができます。 

 

 

 

 

３－３．座標系の情報を閲覧するには 
 

[LandXML]タブの[プロジェクト]グループ/[座標系情報]で、「ファイル名」、「名称」、「測地原子（測地系）」、

「水平座標系」、「鉛直原子」、「T.P との標高差」、「注記」の情報を閲覧することができます。 
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３－４．設計条件を閲覧するには 
 

[LandXML]タブの[プロジェクト]グループ/[設計条件]で、道路または河川の構築物情報、規格・等級、設

計交通量（河川の場合は左右岸区分）を閲覧することができます。 

 

 

 

  



7 

 

 

３－５．中間点などの座標情報を閲覧するには 
 

[LandXML]タブの[プロジェクト]グループ/[座標情報]で、ファイル名および座標点セット名、参照中心線

系、中間点、基準点等各座標点の名称、座標、標高等の一覧を閲覧することができます。 
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４－１．平面線形の形状および情報を閲覧するには 
 

[LandXML]タブの[線形]グループ/[平面線形]で、平面線形の形状、座標情報および曲線要素情報を表示

します。「IP点」、「ブレーキ設定」、「主要点」、「中間点」の情報と、「2Dビュー」で平面線形の形状を閲覧

することができます。 

 

 

設定項目 説明 

 

回転 [方位回転]ダイアログを表示して 2Dビューの表示を回転します。 

 

文字水平表

示 

測点名称文字列の向きを切り替えます。ビューに対して水平方向または中心線形

の横断方向に交互に切り替えます。 

 

座標測定 

2Dビューでクリックした位置の座標を測定します。測定結果は[インフォメーション]

に表示されます。 

 

距離測定 

2Dビューでクリックした 2点間の距離を測定します。測定結果は[インフォメーショ

ン]に表示されます。 

 

印刷 

[印刷設定]ダイアログを表示し平面線形の印刷を行います。タイトルを設定するこ

とができます。 

開始点～終了点 

2Dビューで表示する範囲を指定します。指定した範囲は印刷にも反映されます。 

 

開始（終了）

点選択 

[開始（終了点）点選択]ダイアログを表示して、開始点または終

了点のステーションと累加距離を指定します。 

[全区間]ボタ

ン 
開始点～終了点を平面線形の全区間に指定します。 
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４－２．縦断線形の形状および情報を閲覧するには 
 

[LandXML]タブの[線形]グループ/[縦断線形]で、縦断面形状を縦断面図形式で表示します。「勾配変移

点」、「中間点」、「地盤高」、「横断勾配」、「拡幅」の情報と、「2Dビュー」で縦断線形の形状を閲覧するこ

とができます。 

 

設定項目 説明 

 

位置測定 

2Dビューでクリックした位置を測定します。測定結果は[インフォメーション]に表示

されます。 

 

距離測定 

2Dビューでクリックした 2点間の距離を測定します。測定結果は[インフォメーショ

ン]に表示されます。 

 

印刷 

[印刷設定]ダイアログを表示し縦断線形の印刷を行います。タイトルを設定するこ

とが出来ます。 

スケール 
ウィンドウの幅に対する縦断図の高さ方向（縦）、幅方向（横）それぞれの表示スケ

ールを設定します。 

開始点～終了点 

2Dビューで表示する範囲を指定します。指定した範囲は印刷にも反映されます。 

 

開始（終了）点選択 
[開始（終了点）点選択]ダイアログを表示して、開始点

または終了点のステーションと累加距離を指定します。 

[全区間]ボタン 開始点～終了点を縦断線形の全区間に指定します。 
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４－３．横断形状の形状および情報を閲覧するには 
 

[LandXML]タブの[線形]グループ/[横断形状]で、横断面の形状、中心線からの距離と高さ、寸法情報を

表示します。「地形情報」、「横断形状」、「数量」の情報と、「2Dビュー」で横断形状を閲覧することができ

ます。 

 

設定項目 説明 

 

位置測定 
2Dビューでクリックした位置を測定します。測定結果は[インフォメーション]に表

示されます。 

 

距離測定 
2Dビューでクリックした 2点間の距離を測定します。測定結果は[インフォメーシ

ョン]に表示されます。 

 

印刷 

[印刷設定]ダイアログを表示し横断形状の印刷を行います。タイトルの設定や印

刷する測点間隔を設定することができます。 

 

 

[<<] （先頭）ボタン 先頭の横断測点の情報を表示します。 

[<]（戻る）ボタン 一つ前の横断測点の情報を表示します。 

[>]（進む）ボタン 一つ後の横断測点の情報を表示します。 

[>>]（最終）ボタン 末尾の横断測点の情報を表示します。 
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５－１．3Dビューモデルを印刷するには 
 

3Dビューの現在の表示を印刷します。 
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６－１．土木データと連携するには 
 

LandXMLの情報から土木コマンドの現場データを作成します。 

※土木コマンドは、DynaCAD官公庁版 Plus、DynaCAD土木 Plusでご利用いただけます。 
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